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国
際
協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
が
進
め
る
ア

フ
リ
カ
、
中
近
東
諸
国
な
ど
乾
燥
国
の
水
資
源

確
保
・
開
発
・
水
質
保
全
等
に
関
し
て
、
室
蘭

工
業
大
学
で
技
術
指
導
と
政
策
指
導
を
受
け
て

い
る
8
カ
国
（
エ
ジ
プ
ト
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
イ
ン
ド
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
中
国
、
イ
ラ
ク
）

8
名
の
派
遣
研
修
員
が
錦
多
峰
浄
水

場
、
高
丘
浄
水
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
研
修
生
は
、
化
学
者
、
技

術
者
等
で
年
齢
は
27
歳
か
ら
38
歳
の

方
々
で
す
。

浄
水
場
職
員
の
説
明
を
通
訳
を
通

し
て
熱
心
に
聞
き
入
り
、
特
に
高
丘

浄
水
場
の
緩
速
ろ
過
方
式
に
関
心
を

示
し
、
自
国
の
水
環
境
下
で
の
緩
速

ろ
過
方
式
導
入
の
可
能
性
を
探
る
多

く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
苫
小
牧
は
「
湿
気
が
な
く

緑
豊
か
な
と
て
も
良
い
都
市
」、
苫

小
牧
の
水
は
「
清
澄
で
安
全
な
水
」、

「
大
変
清
潔
で
安
全
」、「
水
質
が
良

く
お
い
し
い
」
と
の
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

国
連
の
調
査
で
は
、
水
を
な
か
な
か
手
に
入

れ
ら
れ
ず
、
不
衛
生
な
水
し
か
飲
め
な
い
人
が

世
界
に
10
億
人
も
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

水
を
飲
め
て
も
、
不
衛
生
な
た
め
に
コ
レ
ラ

菌
等
細
菌
が
体
内
に
入
り
、
下
痢
に
な
っ
た
り

し
て
1
日
に
6
千
人
の
子
供
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。

帰
国
後
、
こ
の
た
び
の
研
修
で
得
た
知
識
や

情
報
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
道
事
業
の
発
展
に
寄

与
で
き
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
会

に
苫
小
牧
と
の
友
好
関
係
が
築
か
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
、中
近
東
か
ら
派
遣
研
修
員
が
来
ま
し
た
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（
国
際
協
力
機
構
）
と

は
、「
よ
り
よ
い
明
日
を
、
世
界
の

人
々
と
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
、

開
発
途
上
国
の
人
材
開
発
や
技
術
協

力
な
ど
、
主
に
「
人
を
通
じ
た
国
際

協
力
」
を
実
施
す
る
、
外
務
省
所
管

の
独
立
行
政
法
人
の
こ
と
で
す
。

主
な
事
業
に
、
海
外
で
発
生
し
た

地
震
等
の
大
規
模
自
然
災
害
時
に
派

遣
す
る
、
国
際
緊
急
援
助
隊
な
ど
の

「
専
門
家
派
遣
事
業
」、
又
、
青
年
海

外
協
力
隊
な
ど
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
」、
さ
ら
に
、
日
本
国
内
で
の

「
研
修
員
受
入
れ
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
研
修
員
受
入
れ
事

業
で
浄
水
場
を
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

平
成
十
年
に
縁
あ
っ
て
大
阪
よ
り
苫
小
牧
に
移
り

住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

苫
小
牧
に
住
ん
で
み
て
、
道
内
で
も
数
少
な
い
自

然
環
境
の
優
れ
た
街
で
あ
る
こ
と
に
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。

そ
れ
は
暑
い
夏
で
も
ク
ー
ラ
ー
を
使
わ
な
く
て
も

よ
い
生
活
、
そ
し
て
何
よ
り
も
美
味
し
い
苫
小
牧
の

水
道
水
で
す
。

夏
で
も
十
秒
程
の
放
水
で
冷

た
く
な
る
水
、
そ
し
て
湧
き

水
の
ご
と
き
美
味
し
い
水
、

大
阪
に
居
た
と
き
に
は
味

わ
え
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。蛇

口
を
開
け
ば
当
然
の

よ
う
に
出
て
く
る
水
道

水
、
し
か
し
こ
れ
も
こ
の

業
務
に
携
わ
る
関
係
者
の

努
力
で
維
持
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
六
月
の
水
源
地
な
ど

の
見
学
会
で
知
り
、
感
謝
の

気
持
ち
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

今
後
と
も
こ
の
美
味
し
い
水
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
内
住
吉
町

米
　
谷
　
　

元

安
　
江
　
夫
妻

熱心に質問する研修生（高丘浄水場）




